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土
佐
中
學
校
創
立
基
本
資
料
集
解
説 

 
人
材
育
成
へ
の
思
い
が
結
集 

資
料
集
の
構
成
と
川
崎
・宇
田
・三
根 

 

本
書
に
収
録
し
た
「
土
佐
中
學
校
創
立
基
本
資
料
集
」
（
以
下
、
「
資
料
集
」
と
表
記
）
は
次
の
四
点
か
ら
な
り
、
複
刻
に
当
っ
て
は
母

校
の
所
蔵
図
書
を
原
本
と
し
た
。
ま
た
、
川
崎
家
・
宇
田
家
は
じ
め
母
校
な
ど
関
係
者
の
う
ち
、
連
絡
先
の
確
認
が
で
き
た
方
々
に
は
向
陽

プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
か
ら
ご
相
談
し
、
ご
承
諾
を
い
た
だ
い
た
。
文
中
の
人
名
は
故
人
・
現
存
者
と
も
敬
称
を
省
略
、
卒
業
生
は
初
出
に
の
み
卒

業
回
を
付
記
し
た
。 

 

１
．
「
土
佐
中
學
校
の
設
立
」
（
『
宇
田
友
四
郎
翁
』
昭
和
一
四
年
九
月
三
〇
日 

宇
田
翁
伝
記
刊
行
会
編
・
発
行
よ
り
） 

２
．
「
幾
三
郎
翁
と
秀
才
教
育
土
佐
中
學
校
」
（
『
川
崎
幾
三
郎
翁
伝
』
昭
和
一
七
年
一
二
月
五
日 

川
崎
幾
三
郎
翁
伝
刊
行
会
編
・
発
行

よ
り
） 

３
．
「
三
根
圓
次
郎
先
生
略
伝
」
（
『
三
根
先
生
追
悼
誌
』
昭
和
一
八
年
六
月
三
〇
日 

土
佐
中
学
校
同
窓
会
編
・
発
行
よ
り
） 



— 164  —
164 

 

４
．
『
土
佐
中
學
校
要
覧
』
昭
和
五
年
一
一
月
（
昭
和
五
年
一
一
月
八
日 

土
佐
中
學
校
発
行
よ
り
） 

（
以
上
の
四
冊
は
、
本
文
で
は
宇

田
伝
・
川
崎
伝
・
三
根
伝
・
要
覧
と
表
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
） 

  

土
佐
中
の
創
立
者
は
川
崎
幾
三
郎
・
宇
田
友
四
郎
の
お
二
人
で
あ
り
、
大
正
九
年
に
許
可
の
出
た
財
団
法
人
の
名
称
は
、
「
川
崎
宇
田
財

団
法
人
」
で
あ
っ
た
。
ま
ず
こ
こ
で
は
、
初
代
校
長
・
三
根
圓
次
郎
を
含
め
、
伝
記
の
刊
行
順
に
三
人
の
略
歴
を
紹
介
す
る
。 

 

宇う

田だ

と

も

し

ろ

う

友
四
郎 

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
高
知
県
香
美
郡
岸
本
町
（
現
・
香
我
美
町
）
で
商
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
日
本
郵
船
高

知
支
店
な
ど
い
く
つ
か
の
職
歴
を
経
て
土
佐
運
輸
会
社
を
設
立
、
土
佐
商
船
へ
と
発
展
さ
せ
、
大
い
に
経
営
手
腕
を
発
揮
、
土
佐
電
気
鉄
道

・
土
佐
電
気
・
土
佐
セ
メ
ン
ト
・
白
洋
汽
船
の
社
長
、
土
佐
銀
行
頭
取
も
務
め
た
。
な
か
で
も
大
正
二
年
設
立
の
白
洋
汽
船
は
、
翌
年
の
第

一
次
世
界
大
戦
開
戦
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
船
舶
不
足
で
「
黄
金
景
気
」
を
迎
え
た
が
、
終
戦
・
講
和
に
い
た
る
と
景
気
の
反
動
を
予

測
、
大
正
九
年
に
は
株
主
に
一
五
割
の
配
当
で
出
資
に
応
え
る
と
と
も
に
、
い
っ
き
に
事
業
を
縮
小
、
戦
後
恐
慌
に
よ
る
損
害
を
免
れ
た
。

こ
う
し
て
宇
田
は
、
自
ら
の
才
覚
で
大
正
末
年
に
は
数
百
万
の
巨
富
を
得
て
い
た
。
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
没
、
享
年
七
九
歳
。
伝
記

刊
行
は
翌
年
で
あ
る
。 
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か
わ
さ
き

川
崎

い

く幾
さ
ぶ
ろ
う

三
郎 

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
高
知
県
土
佐
郡
八
百
屋
町
（
現
・
高
知
市
）
で
土
佐
藩
専
売
品
取
扱
商
人
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
、
家
業
を
手
伝
い
つ
つ
夜
は
楠
本
塾
・
藤
田
塾
で
学
ぶ
。
一
八
歳
で
金
物
店
主
と
な
り
、
青
年
実
業
家
と
し
て
の
活
動
を
開
始
す
る
。

各
種
物
産
を
販
売
す
る
総
合
商
社
か
ら
、
電
灯
会
社
・
土
佐
電
気
鉄
道
・
水
力
発
電
所
・
土
佐
セ
メ
ン
ト
・
下
田
石
灰
・
大
東
漁
業
な
ど
様

々
な
事
業
の
創
設
を
手
が
け
、
土
佐
銀
行
頭
取
・
商
工
会
議
所
頭
取
を
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
務
め
た
。
時
代
の
要
請
に
応
え
て
、
ま
た
土
佐

の
立
地
や
物
産
を
生
か
し
て
、
近
代
産
業
を
着
実
に
興
し
て
い
っ
た
大
実
業
家
で
あ
っ
た
。
宇
田
と
協
力
し
た
事
業
も
多
い
が
、
反
面
で
は

実
業
家
と
し
て
よ
き
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
没
、
享
年
六
七
歳
。
伝
記
刊
行
は
、
二
一
年
後
の

昭
和
一
七
年
で
あ
る
。 

 

三み

根ね

え

ん

じ

ろ

う

圓
次
郎 

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
長
崎
県
彼
杵
郡
瀬
戸
町
樫
浦
郷
で
旧
大
村
藩
大
庄
屋
の
家
に
生
ま
れ
る
。
私
立
大
村
中
学
校
、

熊
本
第
五
高
等
学
校
を
経
て
、
明
治
三
〇
年
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
（
文
学
部
）
哲
学
科
を
卒
業
、
県
立
山
形
中
学
教
諭
と
な
る
。
福

岡
県
立
東
筑
中
学
を
経
て
、
明
治
三
四
年
に
は
早
く
も
佐
賀
県
立
第
三
中
学
校
長
と
な
る
。
時
に
二
九
歳
で
あ
っ
た
。
以
来
、
県
立
の
佐
賀

中
学
・
徳
島
中
学
・
山
形
中
学
・
新
潟
中
学
の
校
長
を
歴
任
、
大
正
九
年
土
佐
中
初
代
校
長
に
迎
え
ら
れ
る
。
昭
和
一
〇
年
現
職
の
ま
ま
病

没
、
享
年
六
三
歳
。
大
正
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
日
本
現
代
教
育
家
銘
鑑
』
に
は
、
徳
島
中
学
校
長
時
代
の
三
根
を
全
国
有
数
の
教
育
者

の
一
人
と
し
て
こ
う
紹
介
し
て
あ
る
。
「
年
歯
（
年
齢
）
わ
ず
か
に
三
十
有
余
歳
、
風
貌
す
こ
ぶ
る
あ
が
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
こ
こ
に
お
い

て
か
職
員
・
学
生
や
や
軽
侮
の
色
を
以
て
こ
れ
を
迎
う
。
氏
あ
え
て
こ
れ
を
意
と
せ
ず
。
そ
れ
諄
々
教
え
て

う倦
ま
ず
。
懇
々
導
い
て
怠
ら
ざ
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る
や
。
衆
、
そ
の
人
非
凡
偉
傑
な
る
を
知
り
、
そ
の
学
識
の
高
遠
な
る
に
驚
き･

･･

」
。
早
く
か
ら
中
等
教
育
界
で
注
目
さ
れ
た
逸
材
で
あ

っ
た
。
昭
和
一
八
年
刊
『
三
根
先
生
追
悼
誌
』
に
、
「
三
根
圓
次
郎
先
生
略
傳
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
中
野
実
（
元
東
京
大
学
史
史
料

室
）
は
、
明
治
時
代
の
文
科
大
学
卒
業
生
に
期
待
さ
れ
た
主
要
任
務
は
、
各
県
の
最
高
学
府
で
あ
っ
た
中
学
校
に
赴
任
し
、
自
ら
も
研
究
し

つ
つ
国
家
有
為
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
述
べ
て
く
れ
た
。 

 

伝
記
の
筆
者
は
、
宇
田
伝
が
宮
地
竹
峯
、
川
崎
伝
が

い

お

ろ

い

五
百
蔵
無
声
ほ
か
、
三
根
伝
が
井
上
清
で
あ
る
。
前
二
者
の
経
歴
は
未
詳
だ
が
、
井

上
は
母
校
の
六
回
生
で
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
史
学
科
卒
、
執
筆
当
時
は
文
部
省
で
維
新
史
研
究
に
当
っ
て
い
た
。
戦
後
は
、
マ
ル
ク
ス

史
学
か
ら
の
近
代
日
本
史
研
究
で
知
ら
れ
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
を
務
め
た
。
平
成
一
三
年
、
京
都
で
逝
去
。
享
年
八
七
歳
。 

 

高
知
市
長
の
発
案
と
三
根
の
招
聘 

 

両
翁
の
伝
記
に
あ
る
よ
う
に
、
土
佐
中
設
立
の
発
案
者
は
当
時
の
高
知
市
長
・
藤
崎
朋
之
で
あ
っ
た
。
大
正
八
年
に
市
長
が
な
ぜ
私
立
中

学
設
立
を
よ
び
か
け
た
の
か
。
開
校
記
念
碑
に
は
「
維
新
の
際
、
薩
長
土
と
併
称
せ
ら
れ
て
土
佐
よ
り
人
材
多
く
輩
出
し
た
り
し
は
、･･

･

じ

ら

い

爾
来

（
以
来
）
教
育
振
る
わ
ず
人
材
よ
う
や
く

ち
ょ
う
ら
く

凋

落
せ
ん
と
す
」
と
簡
潔
に
述
べ
て
あ
る
が
、
さ
ら
に
当
時
の
社
会
経
済
的
な
背
景
も
見
落
と

す
こ
と
が
で
き
な
い
。 



— 167  —
167 

 

 

第
一
次
世
界
大
戦
の
経
済
好
況
の
な
か
で
貧
富
の
差
が
拡
大
、
特
に
米
価
高
騰
に
よ
っ
て
明
日
の
米
代
に
事
欠
く
困
窮
者
が
生
ま
れ
、
大

正
八
年
に
は
富
山
県
の
漁
村
で
米
騒
動
が
発
生
、
全
国
に
波
及
し
て
い
っ
た
。
高
知
市
内
で
も
、
富
豪
や
米
屋
が
襲
わ
れ
る
と
の
噂
が
広
ま

り
、
警
察
に
と
ど
ま
ら
ず
軍
隊
ま
で
出
動
し
て
厳
戒
態
勢
を
と
っ
た
。
『
高
知
県
の
百
年
』
（
山
川
出
版
社
）
に
は
、
「
高
知
で
任
侠
の
人

と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
鬼
頭
良
之
助
（
森
田
良
吉
）
は
財
閥
の
宇
田
友
四
郎
の
だ
し
た
資
金
で
米
を
集
め
、
〈
鬼
頭
米
〉
の
名
の
も
と
に
廉

売
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
富
豪
の
川
崎
幾
三
郎
も
宇
田
と
と
も
に
白
米
百
石
・
金
四
千
円
を
拠
出
し
、
市
民
施
米
と
し
て
白
米
二
〇
石
を

特
別
に
寄
付
し
た
」
と
あ
る
。
当
時
の
高
知
の
富
豪
と
云
え
ば
宇
田
・
川
崎
を
指
す
こ
と
が
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
、
両
者
は
そ
の
輿

望
に
応
え
て
対
応
を
し
て
き
た
の
だ
。 

 

こ
の
よ
う
な
世
情
に
危
機
意
識
を
持
っ
た
藤
崎
市
長
は
、
両
翁
が
日
頃
か
ら
教
育
へ
の
見
識
が
高
く
、
人
材
育
成
に
務
め
て
い
た
点
に
着

目
し
、
さ
ら
な
る
社
会
事
業
へ
の
貢
献
と
し
て
、
私
立
中
学
設
立
を
持
ち
か
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
相
談
に
あ
ず
か
っ
た
の
が
、
市
助

役
・
川
島
正
件
（
後
に
市
長
・
土
佐
中
理
事
）
、
市
視
学
・
西
山
庸
平
、
市
会
議
員
・
池
本
浩
靜
で
あ
っ
た
。
西
山
は
明
治
末
か
ら
大
正
に

か
け
て
の
新
教
育
の
先
駆
者
で
、
夜
須
小
学
校
で
の
自
発
主
義
の
実
践
や
、
欧
米
の
教
育
書
を
読
破
し
て
の
「
生
活
と
し
て
の
学
習
」
論
が

全
国
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。 

 

三
者
に
よ
る
英
才
教
育
の
た
め
の
特
殊
中
学
設
立
構
想
は
市
長
の
承
認
を
得
て
、
両
翁
と
の
交
渉
は
司
法
・
官
界
の
大
物
・
北
川

の
ぶ信
よ
り従

に

ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。
北
川
は
安
芸
郡
北
川
村
出
身
で
、
大
正
五
年
に
新
潟
知
事
に
就
任
し
た
が
翌
年
退
官
、
東
京
市
で
悠
々
自
適
の
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生
活
で
あ
っ
た
。
旧
知
の
北
川
の
斡
旋
で
、
両
翁
も
三
〇
万
円
ず
つ
の
出
資
を
了
承
、
次
は
校
長
の
人
選
と
な
っ
た
。 

 
三
根
校
長
選
任
の
経
緯
は
、
宇
田
伝
の
「
四 

校
長
の
人
選
」
に
あ
る
よ
う
に
、
北
川
が
新
潟
県
知
事
時
代
に
三
根
の
人
物
・
識
見
・
手

腕
を
熟
知
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
大
正
七
年
の
新
潟
高
校
（
旧
制
）
新
設
に
関
連
し
た
新
潟
中
学
の
同
盟
休
校
事
件

と
思
わ
れ
る
。
『
新
潟
高
校
一
〇
〇
年
史
』
に
は
、
同
盟
休
校
の
背
景
と
し
て
「
強
ま
る
（
高
校
）
受
験
体
制
へ
の
不
満
、
英
才
教
育
を
か

か
げ
る
三
根
校
長
へ
の
反
発
」
が
あ
っ
た
が
、
根
拠
薄
弱
で
三
根
校
長
に
陳
謝
、
中
心
生
徒
二
名
退
学
、
二
名
無
期
停
学
で
落
着
し
た
と
あ

る
。
続
け
て
、
「
実
は
退
学
生
徒
の
転
学
先
に
つ
い
て
、
何
日
も
か
け
て
県
内
各
地
の
中
学
を
回
り
、
熱
心
に
奔
走
し
た
の
は
三
根
校
長
自

身
だ
っ
た
」
と
、
処
分
し
た
生
徒
救
済
の
た
め
密
か
に
行
動
し
た
温
情
を
紹
介
し
て
あ
る
。
さ
ら
に
北
川
が
、
当
時
の
東
京
府
立
一
中
（
現

都
立
日
比
谷
高
校
）
校
長
・
川
田
正
澂

ま
さ
ず
み

（
高
知
市
出
身
）
に
相
談
、
や
は
り
三
根
を
推
薦
さ
れ
た
こ
と
は
、
三
根
伝
に
あ
る
。 

 

北
川
は
大
正
一
二
年
に
は
病
気
で
帰
高
、
翌
年
逝
去
。
享
年
六
五
歳
。
昭
和
三
年
、
三
根
が
発
行
人
と
な
っ
て
追
悼
誌
『
北
川
信
從
』
が

刊
行
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
三
根
は
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
土
佐
中
学
創
立
の
際
、
余
に
向
か
っ
て
い
う
様
、<

土
佐
は
不
思
議
に
も
古
来

天
才
奇
才
を
出
す
こ
と
少
な
く
な
い
と
思
う
。
そ
れ
で
教
育
の
し
よ
う
に
よ
っ
て
は
先
人
に
劣
ら
ぬ
偉
人
を
輩
出
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
る

と
思
う
か
ら
、
シ
ッ
カ
リ
や
っ
て
も
ら
い
た
い>

と
の
希
望
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
言
は
余
を
し
て
責
任
の
大
な
る
を
痛
感
せ
し
め
た
の
で
あ

る
。
」 
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大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
川
田
・三
根 

 
大
正
八
年
一
一
月
二
日
の
『
土
陽
新
聞
』
に
は
「
土
佐
中
学
創
立

も

く

ろ

み

目
論
見
」
の
記
事
が
あ
り
、
「
予
科
と
し
て
小
学
五
・
六
年
級
を
添

付
し
七
学
級
を
置
く
」
「
一
学
年
二
十
五
人
を
限
度
と
し
俊
秀
者
を
集
め
無
資
力
者
は
之
を
給
費
す
」
「
学
校
全
体
を
家
庭
的
と
し
寄
宿
舎

を
設
け
、
な
る
べ
く
全
生
徒
を
寄
宿
せ
し
め
生
徒
を
し
て
田
園
生
活
に
趣
味
を
起
こ
さ
し
務
む
」
「
職
員
以
下
小
使
に
い
た
る
ま
で
、
す
べ

て
俊
秀
教
育
に
趣
味
を
有
す
る
も
の
を
選
抜
起
用
」
と
あ
る
。
予
科
の
併
設
、
少
数
精
鋭
、
給
費
制
度
、
寄
宿
舎
で
の
田
園
生
活
、
職
員
全

員
の
俊
秀
教
育
へ
の
意
識
確
認
ま
で
、
土
佐
中
の
輪
郭
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

三
根
校
長
は
土
佐
中
の
教
育
方
針
を
策
定
し
つ
つ
、
大
正
九
年
三
月
四
日
に
は
川
田
正
澂
の
紹
介
で
東
京
市
本
郷
曙
町
の
自
宅
で
病
気
静

養
中
の
寺
田
寅
彦
（
東
京
帝
国
大
学
教
授
）
を
た
ず
ね
、
学
校
用
地
に
江
の
口
に
あ
っ
た
寺
田
家
の
土
地
購
入
を
依
頼
し
て
い
る
。
残
念
な

が
ら
す
で
に
先
約
が
あ
り
、
成
立
し
な
か
っ
た
と
寺
田
の
日
記
に
あ
る
。
寺
田
は
、
熊
本
の
五
高
・
東
京
帝
国
大
学
で
三
根
の
少
し
後
輩
に

あ
た
り
、
三
根
は
高
知
の
教
育
事
情
な
ど
も
聞
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
、
土
佐
中
に
は
寺
田
か
ら
柱
時
計
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
校
舎
は
、

結
局
土
佐
郡
潮
江
村
（
現
高
知
市
塩
屋
崎
町
）
に
な
り
、
敷
地
五
二
七
七
坪
を
購
入
し
た
。
ま
さ
に
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
田
園
で
あ
っ
た
。

(

川
崎
伝
三
八
六
頁) 

 

こ
こ
で
、
北
川
と
も
三
根
と
も
昵
懇
で
土
佐
中
設
立
の
助
言
を
し
て
き
た
川
田
正
澂
を
、
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
文
久
三
年
（
一
八

六
三
）
土
佐
郡
尾
立
村
（
現
高
知
市
尾
立
）
で
生
ま
れ
、
東
京
に
出
て
苦
学
し
つ
つ
英
語
を
学
び
、
第
三
高
等
学
校
英
語
科
教
員
な
ど
を
経
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て
明
治
四
二
年
東
京
府
立
第
一
中
学
校
長
と
な
る
。
大
正
二
年
か
ら
一
年
二
ヶ
月
に
わ
た
り
欧
米
の
中
等
教
育
制
度
視
察
に
派
遣
さ
れ
、
イ

ギ
リ
ス
の
イ
ー
ト
ン
・
ス
ク
ー
ル
に
感
激
し
て
帰
国
す
る
。
『
日
比
谷
高
校
一
〇
〇
年
史
』
に
は
「
川
田
の
教
育
観
と
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

の
見
出
し
で
、
も
と
も
と
教
育
に
対
し
リ
ベ
ラ
ル
な
考
え
で
あ
っ
た
が
、
欧
米
視
察
か
ら
帰
国
後
、
「
学
校
は
生
徒
の
主
体
性
を
尊
重
し
、

そ
の
人
格
を
認
め
、･

･
･

生
徒
を
信
用
す
る
こ
と
を
教
育
の
出
発
点
と
す
る
と
い
う
教
育
観
を
確
立
」
と
あ
る
。
「
生
徒
の
自
主
性
と
創
造

力
を
重
ん
ず
る
教
育
」
と
も
述
べ
、
吉
野
作
造
の
「
民
本
主
義
」
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
も
と
づ
く
新
教
育
運
動
と
も
つ
な
が
り
、
教

師
や
父
母
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
す
る
。 

 

こ
の
川
田
校
長
と
手
を
携
え
て
大
正
時
代
の
中
学
教
育
界
を
リ
ー
ド
し
た
の
が
、
大
正
元
年
に
三
九
歳
で
県
立
山
形
中
学
の
校
長
に
着
任

し
た
三
根
で
あ
っ
た
。
同
中
学
を
継
承
し
た
『
山
形
東
高
等
学
校
百
年
史
』
は
、
「
三
根
校
長
の
教
育
方
針
は
質
実
剛
健
の
気
風
の
中
に
自

由
闊
達
の
精
神
を
生
徒
に
教
え
た
」
と
あ
る
。
三
根
は
大
正
五
年
に
は
有
志
全
国
中
学
校
長
会
の
会
長
と
し
て
「
中
学
教
育
上
戦
後
特
に
注

意
す
べ
き
事
項
」
十
項
目
を
ま
と
め
、
『
共
同
会
雑
誌
』
に
発
表
し
て
い
る
。
最
初
に
「
愛
国
心
の
涵
養
、
国
民
的
精
神
を
振
作
」
を
お
い

て
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
二
三
年
に
発
布
さ
れ
た
「
教
育
勅
語
」
や
、
当
時
の
「
中
学
校
令
」
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
。
二
項
目
か
ら
は
、

「
自
主
独
立
の
精
神
」
「
海
外
発
展
の
気
運
」
「
体
育
を
奨
励
」
「
科
学
的
研
究
心
を
鼓
吹
」
「
自
学
自
習
の
気
風
」
「
自
治
の
精
神
」
な

ど
、
川
田
・
三
根
が
提
唱
・
実
践
し
た
リ
ベ
ラ
ル
な
教
育
観
が
並
ん
で
お
り
、
今
日
で
も
色
あ
せ
な
い
。 

 

川
崎
・
宇
田
両
翁
の
す
ご
い
の
は
、
巨
額
の
寄
付
を
し
な
が
ら
、
人
材
育
成
の
中
学
創
立
と
い
う
目
的
に
合
意
、
北
川
が
選
ん
だ
三
根
に
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面
談
、
そ
の
人
物
を
信
頼
し
て
学
校
設
立
・
運
営
の
一
切
を
ま
か
せ
、
教
育
内
容
に
は
口
を
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
三
根
は
、
出
資

者
か
ら
の
豊
富
な
資
金
と
全
幅
の
信
頼
を
得
て
、
理
想
の
学
園
建
設
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
な
お
、
寄
付
金
は
当
初
は
両
翁

三
〇
万
円
ず
つ
合
計
六
〇
万
円
で
あ
り
、
五
〇
万
円
は
今
後
利
息
を
学
校
運
営
に
あ
て
る
基
金
、
一
〇
万
円
が
土
地
購
入
・
校
舎
建
設
・
設

備
費
な
ど
開
校
資
金
の
予
定
で
あ
っ
た
。
然
し
、
実
際
に
は
六
〇
万
円
が
そ
っ
く
り
基
金
と
し
て
預
金
さ
れ
、
開
校
経
費
二
五
万
円
が
別
途

寄
付
さ
れ
た
。
合
計
八
五
万
円
は
、
今
日
の
金
額
で
は
六
〇
～
八
〇
億
円
に
達
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
う
し
て
土
佐
中
は
理
想
的
な
出
資
者
と
教
育
者
を
得
て
、
大
正
九
年
四
月
に
帯
屋
町
の
仮
校
舎
で
開
校
、
二
年
後
に
は
潮
江
の
新
校
舎

が
落
成
す
る
。
だ
が
、
昭
和
に
入
る
と
金
融
恐
慌
な
ど
も
あ
っ
て
政
治
・
経
済
と
も
混
迷
を
深
め
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
代
わ
っ
て
社
会

主
義
と
国
家
主
義
（
軍
国
主
義
）
が
台
頭
、
土
佐
中
教
育
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
を
落
と
す
。 

 

学
校
要
覧
に
見
る
土
佐
中
教
育 

 

昭
和
五
年
の
『
土
佐
中
學
校
要
覧
』
は
、
創
立
の
趣
旨
を
成
文
化
し
、
そ
の
教
育
方
針
・
教
育
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
貴
重
な
文
献
で
あ

り
、
三
根
校
長
に
よ
る
理
想
的
な
中
等
教
育
の
実
践
を
よ
く
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
要
事
項
を
順
次
見
て
み
よ
う
。 

 



— 172  —
172 

 

開
校
記
念
碑 

最
初
に
大
正
一
二
年
一
月
に
建
て
ら
れ
た
「
開
校
記
念
の
碑
」
を
お
い
て
あ
り
、
こ
こ
に
は
北
川
が
三
根
に
語
っ
た
建

学
の
精
神
が
大
町
桂
月
の
名
文
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、
さ
ら
に
在
校
生
の
父
兄
が
川
崎
・
宇
田
二
氏
へ
の
功
績
を
伝
え
る
た
め
に
こ
の
碑
を

建
て
た
こ
と
を
記
し
、
子
弟
に
対
し
て
は
「
国
家
に
尽
す
は
二
氏
の
恩
に
報
ず
る
な
り
」
と
説
い
て
あ
る
。
当
時
美
文
家
で
知
ら
れ
た
文
人

・
大
町
は
明
治
二
年
高
知
市
の
生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
で
三
根
の
一
年
先
輩
で
あ
っ
た
。
三
根
は
哲
学
科
、
大
町
は
国
文
学
科
、

さ
ら
に
同
時
期
に
国
史
科
に
中
城
直
正
が
お
り
、
高
知
に
単
身
着
任
し
た
三
根
は
、
時
折
帰
郷
し
た
大
町
や
、
高
知
県
立
図
書
館
の
初
代
館

長
だ
っ
た
中
城
と
、
旧
交
を
温
め
て
い
る
。 

 

設
立
趣
意
書 

そ
の
最
初
に
大
戦
後
と
あ
る
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
指
す
。
「
中
学
校
令
」
に
よ
り
な
が
ら
も
「
進
ん
で
上
級
学

校
に
向
い
、
他
日
国
家
の
翹
望
す
る
人
士
の
輩
出
を
期
す
る
」
と
あ
り
、
国
家
待
望
の
人
材
養
成
を
う
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
川
崎
宇

田
財
団
法
人
寄
付
行
為
」
の
第
一
条
「
国
家
有
為
の
人
材
を
養
成
す
る
の
目
的
」
で
も
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
正
八
年
は
中
学
校
令

の
改
正
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
そ
の
第
一
条
が
「
中
学
校
は
実
業
に
就
か
ん
と
欲
し
、
ま
た
は
高
等
の
学
校
に
入
ら
ん
と
す
る
も
の
に
須
要
な

る
教
育
を
な
す
所
と
す
」
か
ら
、
「
中
学
校
は
男
子
に
須
要
な
る
高
等
普
通
教
育
を
な
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
特
に
国
民
道
徳
の
養
成
に
力

む
べ
き
も
の
と
す
」
に
変
更
さ
れ
た
。
『
日
比
谷
高
校
一
〇
〇
年
史
』
に
は
、
「
儒
教
精
神
に
依
ら
ず
、
自
主
性
を
持
つ
紳
士
を
つ
く
る
と

い
う
、
当
時
の
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
教
育
者
」
で
あ
っ
た
「
川
田
の
考
え
て
い
た
道
徳
と
は
ま
っ
た
く
異
質
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
」
と
あ
る
。
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当
時
は
人
材
と
云
え
ば
国
家
有
為
の
人
材
で
あ
り
、
国
民
道
徳
も
強
調
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
こ
の
趣
意
書
で
は
道
徳
に
は
触
れ
て
な
い
。 

 
沿
革
概
要 

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
大
正
九
年
の
開
校
と
同
時
に
、
女
性
も
含
む
三
名
の
外
国
人
を
英
語
教
授
の
嘱
託
と
し
て
迎
え
、

以
後
も
年
々
補
充
し
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
英
語
教
育
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
だ
高
知
に
英
米
人
は
少
な
く
、
布
教
に
派
遣
さ
れ
て

き
た
牧
師
や
そ
の
夫
人
に
も
依
頼
し
て
い
る
。
か
つ
て
井
上
清
は
、
「
英
語
の
学
力
向
上
よ
り
も
、
外
国
人
に
ジ
カ
に
接
し
、
国
際
理
解
に

役
立
っ
た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。
日
本
の
海
外
発
展
に
そ
な
え
た
人
材
育
成
策
で
あ
っ
た
。
第
一
次
大
戦
後
に
世
界
経
済
の
動
向
を
見
極
め

た
行
動
で
巨
富
を
得
た
川
崎
・
宇
田
両
翁
に
と
っ
て
も
、
我
が
意
を
得
た
思
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
沿
革
か
ら
は
、
当
初
六
〇
万
円
で

あ
っ
た
資
金
が
、
大
正
一
〇
年
に
逝
去
さ
れ
た
川
崎
幾
三
郎
の
遺
族
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
一
五
万
円
、
さ
ら
に
校
舎
建
築
費
不
足
金
と
し
て
川

崎
・
宇
田
両
家
か
ら
追
加
支
出
さ
れ
た
一
〇
万
円
を
加
え
、
合
計
八
五
万
円
と
な
っ
た
経
緯
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

本
校
の
特
に
留
意
せ
る
点 

こ
れ
は
、
宇
田
伝
で
は
「
五
大
方
針
の
実
行
」
、
川
崎
伝
で
は
「
土
佐
中
の
五
大
特
色
」
と
し
て
強
調
し
て

あ
る
五
項
目
だ
。
要
約
す
れ
ば
、
一
、
個
人
指
導 

二
、
天
賦
の
能
力
発
揮
・
自
発
的
修
養 

三
、
堅
忍
剛
毅
・
健
実
な
る
思
想 

四
、
責

任 

五
、
運
動 

で
あ
り
、
大
正
五
年
に
全
国
中
学
校
長
会
で
発
表
し
た
事
項
と
も
通
じ
る
。
川
崎
伝
で
は
、
一
、
二
が
天
才
教
育
の
方
針

で
あ
り
、
土
佐
中
の
特
色
と
述
べ
て
あ
る
。 

本
校
の
実
際 

「
学
年
編
成
」
で
は
予
科
（
小
学
）
を
一
五
名
、
本
科
（
中
学
）
を
二
五
名
、
た
だ
し
本
科
五
年
は
一
定
せ
ず
と
あ
る
。
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こ
れ
は
、
多
く
の
生
徒
が
本
科
四
年
修
了
で
旧
制
高
校
に
進
学
し
た
か
ら
で
、
五
年
生
は
希
望
高
校
に
進
め
な
か
っ
た
者
か
、
平
井
康
三
郎

（
保
喜
・
五
回
）
の
東
京
音
楽
学
校
（
現
東
京
藝
術
大
学
）
の
よ
う
に
、
志
望
校
の
受
験
資
格
が
中
学
五
年
卒
業
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
。 

「
教
授
」
の
最
初
に
あ
げ
て
あ
る
の
は
、
「
能
力
・
学
力
に
応
じ
教
科
書
以
外
の
教
材
を
工
夫
、
個
人
指
導
に
努
む
」
で
あ
る
が
、
先
生
方

は
手
作
り
教
材
を
作
成
す
る
ほ
か
、
市
販
の
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
式
問
題
を
進
度
に
応
じ
て
個
人
別
宿
題
と
す
る
ほ
か
、
作
文
や
漢
字
の
書
写
に

も
よ
く
取
り
組
ま
せ
て
い
る
。
そ
し
て
国
・
漢
の
栗
山
謙
先
生
は
、
「
私
は
七
時
頃
に
登
校
す
る
。
そ
れ
か
ら
始
業
ま
で
と
、
一
二
時
か
ら

一
時
ま
で
と
、
三
時
以
降
と
そ
の
間
に
生
徒
を
指
名
し
て
、
そ
の
面
前
で
作
文
の
批
評
や
宿
題
の
講
釈
を
検
す
る
の
が
例
に
な
っ
て
い
る
」

（
『
三
根
先
生
追
悼
誌
』
）
と
述
べ
て
い
る
。
数
学
の
大
野
倉
之
助
先
生
は
、
「
問
題
集
を
自
分
で
解
け
。
分
か
ら
な
い
箇
所
だ
け
聞
き
に

来
い
」
で
、
ま
さ
に
個
人
別
・
自
学
自
習
だ
っ
た
と
、
公
文
公
（
七
回
）
は
語
っ
て
く
れ
た
。
三
根
校
長
の
い
う
個
人
指
導
を
、
各
教
科
の

先
生
は
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
て
実
践
し
て
い
た
。 

 

「
教
授
」
の
二
番
目
に
は
、
「
各
教
室
に
辞
書
を
豊
富
に
そ
な
え
、
自
学
自
習
の
習
慣
を
養
成
す
」
で
、
国
語
・
漢
和
・
英
和
な
ど
の
辞

典
が
教
室
ご
と
に
そ
な
え
て
あ
り
、
自
ら
辞
書
で
調
べ
る
態
度
を
養
っ
た
。
三
番
目
は
、
主
要
教
科
は
四
年
の
三
学
期
で
中
学
五
年
ま
で
の

過
程
を
修
了
し
、
高
校
受
験
に
対
応
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
予
科
か
ら
の
英
語
学
習
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
現
在
よ
う
や
く
導
入
が

本
格
化
し
た
事
項
を
、
百
年
近
く
前
か
ら
始
め
て
お
り
、
教
育
者
・
三
根
の
真
骨
頂
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
個
人
別
自
学
自
習

も
、
英
語
習
得
・
国
際
理
解
も
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
情
報
検
索
や
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
で
、
よ
り
充
実
し
た
取
組
が
可
能
で
あ
る
。 
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「
体
育
」
で
は
、
体
操
時
間
を
規
程
よ
り
多
く
と
り
、
ま
た
運
動
を
奨
励
、
体
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。
運
動
の
際
の
裸
体
奨
励
や
、
黒
ん

坊
大
会
の
他
、
夏
に
は
浦
戸
湾
で
遠
泳
大
会
も
開
催
し
て
い
る
。
校
内
に
は
、
武
術
場
・
雨
天
体
操
場
・
プ
ー
ル
も
設
置
さ
れ
た
。
一
部
か

ら
の
「
頭
だ
け
の
青
瓢
箪
」
に
反
論
す
る
た
め
か
、
要
覧
末
尾
に
「
中
学
校
生
徒
体
格
検
査
比
較
表
」
を
の
せ
、
県
下
お
よ
び
全
国
の
中
学

よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
体
育
は
、
健
康
な
体
力
育
成
が
中
心
で
、
他
校
と
の
対
抗
競
技
は
あ
ま
り
好
ま
な
か
っ
た
。

細
木
志
雄
（
一
回
生
）
は
、
「
負
け
ず
嫌
い
な
三
根
校
長
は
、
生
徒
数
が
少
な
い
た
め
強
い
選
手
が
揃
わ
ず
、
勝
て
な
い
の
で
団
体
競
技
は

き
ら
っ
た
」
と
追
悼
誌
で
語
っ
て
い
る
。 

 

「
訓
練
」
で
は
、
向
陽
会
の
名
称
で
自
治
修
養
会
を
開
き
、
風
紀
や
校
内
整
頓
を
生
徒
主
導
で
行
っ
て
い
る
。
毎
年
、
創
立
者
・
故
川
崎

幾
三
郎
の
墓
を
弔
い
、
謝
恩
・
報
恩
の
念
を
固
め
て
い
る
。 

 

「
授
業
料
」
は
、
県
立
と
同
額
に
し
て
い
る
。
「
給
費
生
」
の
規
程
も
設
け
、
操
行
・
学
業
優
秀
な
が
ら
学
資
な
き
者
に
は
、
願
い
に
よ

り
学
費
を
給
付
す
と
あ
る
。 

各
種
デ
ー
タ 

末
尾
に
は
、
現
在
職
員
表
か
ら
出
身
者
動
静
調
ま
で
、
各
種
名
簿
や
デ
ー
タ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
昭
和
五
年

度
学
校
経
費
調
」
で
は
、
五
千
五
百
円
あ
ま
り
の
授
業
料
収
入
に
対
し
、
基
本
財
産
か
ら
の
収
入
（
利
子
七
％
）
が
四
万
二
千
円
で
、
六
〇

万
円
の
基
金
が
学
校
経
営
の
最
大
の
支
え
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

な
お
『
三
根
先
生
追
悼
誌
』
に
は
、
入
学
者
選
抜
に
あ
た
っ
て
、
三
根
校
長
が
不
自
由
な
目
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
に
は
地
方
ま
で
出
向
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き
、
自
ら
面
談
考
査
・
人
材
発
掘
に
務
め
て
い
た
様
子
が
あ
る
。
高
岡
郡
日
下
小
学
校
の
戸
梶
金
治
郎
（
八
回
）
は
、
来
校
し
た
校
長
か
ら

「
な
ぜ
土
佐
中
を
受
け
る
か
」
と
聞
か
れ
、
暗
算
も
や
ら
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
校
長
は
生
徒
全
員
の
性
格
や
希
望
・
家
庭
環
境
を

熟
知
し
て
お
り
、
平
井
康
三
郎
（
六
回
）
の
音
楽
学
校
志
望
に
父
が
大
反
対
で
、
学
校
に
怒
鳴
り
込
ん
で
き
た
が
逆
に
説
得
し
、
父
は
音
楽

フ
ア
ン
に
な
っ
た
と
、
平
井
は
述
べ
て
あ
る
。 

 

昭
和
初
期
の
社
会
状
況
と
三
根
の
苦
闘 

 

す
で
に
大
正
四
年
に
は
全
国
の
中
学
校
に
「
天
皇
の
御
真
影
下
賜
」
が
あ
り
、
大
正
一
四
年
に
は
勅
令
に
よ
っ
て
「
陸
軍
現
役
将
校
配
属

令
」
が
定
め
ら
れ
、
中
学
校
に
も
配
属
将
校
を
配
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
金
融
恐
慌
と
社
会
不
安
の
中
で
、
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
急
速
に
衰
え
、
い
っ
ぽ
う
で
国
家
主
義
・
軍
国
主
義
が
強
ま
る
と
と
も
に
、
学
生
た
ち
の
中
に
は
社
会
主
義
・
共
産
主
義

に
走
る
人
た
ち
も
現
わ
れ
た
。
土
佐
中
も
こ
れ
ら
社
会
情
勢
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ず
、
真
摯
に
取
り
組
も
う
と
す
る
三
根
を
大
い
に
悩
ま
す

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
実
例
を
『
三
根
先
生
追
悼
誌
』
か
ら
紹
介
し
よ
う
。 

 

ま
ず
、
昭
和
初
期
の
不
況
に
よ
る
卒
業
生
の
就
職
難
で
あ
り
、
曽
我
部
清
澄
（
一
回
）
は
、
「
昭
和
五
年
就
職
難
の
時
世
に
物
理
学
な
ど

出
て
、
そ
う
楽
々
と
口
の
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。･

･
･

と
も
か
く
先
生
の
配
慮
で
鹿
児
島
に
奉
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
述
べ
、
中
澤
薫
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（
四
回
）
は
、
東
大
文
学
部
を
出
て
就
職
運
動
に
か
け
ず
り
回
っ
て
い
た
こ
ろ
、
別
の
紹
介
で
川
田
正
徴
を
お
訪
ね
す
る
と
、
「
貴
下
の
こ

と
は
、
三
根
さ
ん
か
ら
頼
ま
れ
て
知
っ
て
い
ま
す
」
と
の
お
話
で
、
あ
り
が
た
か
っ
た
と
書
い
て
い
る
。 

芝
純
（
七
回
）
は
、
東
京
の
校
長
ご
自
宅
で
奥
様
か
ら
う
か
が
っ
た
話
、
「
三
根
は
（
土
佐
中
）
出
身
者
の
就
職
の
斡
旋
に
、
今
夜
は
遅

い
か
ら
と
い
っ
て
も
、
少
し
で
も
早
い
方
が
よ
い
か
ら
と
夜
の
う
ち
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」
を
披
露
し
て
い
る
。 

 

教
え
子
の
思
想
問
題
で
の
対
応
は
、
先
生
の
ご
逝
去
を
自
由
の
な
い
暗
い
生
活
（
刑
務
所
）
で
聞
い
た
と
い
う
下
司
順
吉
（
六
回
）
が
こ

う
述
べ
て
い
る
。
「
三
谷
君
（
七
回
）
が
東
京
大
森
の
お
宅
へ
う
か
が
う
と
、<

わ
し
を
築
地
小
劇
場
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ>

と
い
わ
れ
た
。

目
の
見
え
な
い
先
生
が
ど
う
し
て
芝
居
を
と
、
不
審
に
思
い
な
が
ら
ご
案
内
し
た
。
耳
で
芝
居
を
見
な
が
ら
先
生
は
、<

下
司
は
こ
ん
な
芝

居
か
ら
左
傾
し
た
の
だ>

と
つ
ぶ
や
い
た
そ
う
だ
。
ぼ
く
の
思
想
の
脱
線
を
、
ぼ
く
の
心
情
の
低
さ
ま
で
お
り
て
理
解
し
て
く
だ
さ
る
た
め

に･
･
･

」
。
都
築
宏
明
（
六
回
）
は
、
「
社
会
主
義
が
流
行
し
た
頃
、
〈
マ
ル
ク
ス
全
集
そ
の
他
適
当
な
参
考
書
を
さ
が
し
て
く
れ
〉
と
手

紙
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
も
一
派
に
偏
し
な
い
で
、
ま
す
ま
す
研
鑽
す
る
ご
努
力
の
一
例
」
と
述
べ
て
い
る
。
土
佐
中
卒
業
後
の
教
え
子
の

左
傾
化
を
心
配
、
頭
ご
な
し
に
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
そ
の
思
想
心
情
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。 

 

ご
逝
去
三
、
四
日
前
に
校
長
を
訪
ね
た
岩
郷
義
雄
（
六
回
）
は
、
政
権
を
握
っ
た
ば
か
り
の
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
ズ
ム
の
将
来
に
つ
い
て
、

「
〈
ド
イ
ツ
は
恐
ろ
し
い
国
だ
。
今
に
見
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
始
め
世
界
中
ド
イ
ツ
に
苦
し
め
ら
れ
る
時
が
く
る
ぞ
〉
と
予
言
さ
れ
た
。
今
に

し
て
思
え
ば
先
生
は
な
ん
と
鋭
い
洞
察
力
を
持
た
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
」
と
記
し
て
い
る
。 
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『
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』
に
は
、
制
服
の
こ
と
が
出
て
い
る
。
森
岡
清
三
郎
（
一
回
）
は
座
談
会
で
「
旧
校
舎
時
代
は
、
制
服
が
な
い
の

で
着
物
に

は
か
ま

袴

で
、
い
や
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
制
服
が
出
来
る
こ
と
に
な
り
、
ネ
ク
タ
イ
折
襟
の
も
の
を
中
沢
に
着
せ
た
。
こ
れ
は
よ
い

と
喜
ん
で
い
た
が
、
決
め
ら
れ
た
制
服
は
つ
め
襟
で
、
霜
降
り
で
あ
っ
た
の
で
皆
が
っ
か
り
し
た
。
」
と
あ
る
。
理
由
は
、
「
小
倉
（
つ
め

襟
）
が
三
円
く
ら
い
で
、
背
広
が
十
五
円
で
負
担
が
大
き
い
か
ら
」
と
、
『
三
根
先
生
追
悼
誌
』
の
座
談
会
で
、
山
崎
清
三
（
一
回
）
が
語

っ
て
い
る
。
学
生
服
の
袖
に
白
い
白
線
が
付
け
ら
れ
た
の
は
、
二
代
目
の
青
木
勘
校
長
に
な
っ
て
か
ら
で
、
前
任
校
・
愛
知
一
中
が
軍
服
の

階
級
章
に
な
ら
っ
て
付
け
て
い
た
袖
章
を
導
入
し
た
が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
校
外
の
風
紀
巡
察
で
他
校
生
と
見
分
け
る
た
め
と
、
『
向
陽
の

空
』
第
二
号
に
あ
る
。 

威
厳
あ
る
風
貌
な
が
ら
、
生
徒
に
は
「
お
と
う
」
と
親
し
ま
れ
た
三
根
は
、
昭
和
一
○
年
三
月
一
八
日
に
突
然
倒
れ
逝
去
し
た
。
三
根
伝

に
は
「
先
生
逝
去
の
前
夜
、
校
長
宅
に
て
学
校
運
営
の
事
に
関
し
て
客
と
対
談
し
、
平
常
に
異
な
ら
ず
。
客
去
っ
て
に
わ
か
に
脳
溢
血
を
発

し
、
翌
暁
蓋
然
長
逝
せ
ら
る
」
と
あ
る
。
こ
の
客
と
は
だ
れ
で
あ
っ
た
の
か
、
訃
報
を
聞
き
高
知
に
駆
け
つ
け
た
長
男
三
根
徳
治
（
歌
手
デ

ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
）
は
、
後
日
そ
の
様
子
を
「
父
は
学
校
で
〈
お
は
よ
う
〉
と
誰
に
も
帽
子
を
と
っ
て
挨
拶
す
る
の
が
常
だ
っ
た
。
死
の
前
日

の
こ
と
、
軍
部
の
将
校
（
学
校
へ
の
配
属
将
校
）
が
こ
れ
を
敬
礼
に
せ
よ
と
迫
っ
た
が
、
父
は
教
育
方
針
は
変
え
ぬ
と
、
言
い
通
し
た
。
こ

の
出
来
事
が
引
き
金
に
な
っ
て
、
父
は
脳
溢
血
を
起
こ
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
、
同
窓
会
関
東
支
部
『
筆
山
』
に
記
し
て
い
る
。
卒
業
生
の

芝
純
も
同
窓
会
誌
『
向
陽
』
三
号
に
、
『
昭
和
一
一
年
一
夜
配
属
将
校
と
激
論
せ
ら
れ
、
翌
日
脳
溢
血
で
殉
職
さ
れ
た
』
と
書
い
て
い
る
。 
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 お
わ
り
に 

 

川
崎
・
宇
田
両
翁
と
三
根
校
長
に
よ
る
高
遠
な
理
念
で
建
学
さ
れ
た
母
校
で
あ
る
が
、
創
立
当
時
の
世
論
は
必
ず
し
も
歓
迎
ば
か
り
で
は

な
か
っ
た
。
開
校
直
前
の
大
正
九
年
三
月
九
日
の
『
土
陽
新
聞
』
に
は
「
中
小
学
生
徒
及
び
父
兄
諸
君
に
告
ぐ
」
で
土
佐
中
学
を
取
上
げ
、

こ
う
論
じ
て
い
た
。
「
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
そ
の
理
想
は
は
な
は
だ
高
遠
雄
大
に
し
て
、
そ
の
効
果
従
っ
て
顕
著
な
る
が
如
き
も
、
そ
の

果
実
を
見
ざ
る
に
於
て
世
人
を
し
て
こ
れ
を
信
頼
せ
し
む
る
こ
と
、
恐
ら
く
は
不
可
能
な
ら
ん
。･

･
･

絶
愛
の
児
孫
を
託
せ
ん
と
す
る
の
可

否
は
絶
対
に
こ
れ
を
判
別
す
べ
か
ら
ず
」
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
校
長
以
下
県
下
の
優
秀
児
を
勧
誘
し
て
独
自
の
少
数
精
鋭
指
導
を
行
い
、
同
年
五
月
二
七
日
の
同
新
聞
で
は
早

く
も
「
漢
字
筆
記
成
績 

日
本
一
の
土
佐
中
学 

東
京
高
師
附
属
を
一
蹴
す
」
と
報
道
せ
ざ
る
を
得
な
い
実
績
を
上
げ
て
い
る
。 

 

そ
の
後
も
昭
和
一
八
年
「
追
悼
誌
」
刊
行
の
直
前
に
は
高
知
県
議
会
で
、
土
佐
中
の
県
立
移
管
問
題
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
県
立
中
学
の

入
学
難
緩
和
と
、
多
額
の
基
本
財
産
活
用
が
目
的
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
幸
い
土
佐
中
理
事
た
ち
の
反
対
で
、
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。 

 

草
創
期
の
苦
難
を
乗
り
越
え
た
母
校
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
火
で
校
舎
を
焼
失
し
な
が
ら
も
、
三
代
目
の
大
嶋
光
次
校
長
の
卓
越
し

た
手
腕
で
、
新
制
中
高
と
し
て
蘇
っ
た
。
さ
ら
に
四
代
目
校
長
に
初
め
て
卒
業
生
の
曽
我
部
清
澄
を
迎
え
、
建
学
の
趣
旨
を
生
か
し
つ
つ
も



— 180  —
180 

 

新
し
く
教
育
方
針
「
人
格
の
完
成
と
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
」
を
掲
げ
、
発
展
を
と
げ
て
き
た
。 

 
ま
も
な
く
創
立
一
〇
〇
周
年
も
迫
り
つ
つ
あ
る
が
、
ぜ
ひ
こ
の｢

創
立
基
本
資
料
集｣

の
原
文
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
創
立
者
た
ち
の
熱
き

息
吹
に
触
れ
、
今
後
の
躍
進
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

二
〇
一
三
年
一
一
月
七
日 

中
城
正
堯
（
三
十
回
生
）
記 

 

             


